
〔
関
川
凶
聞
〕

新
「
別
府
温
泉
」
へ
私
の
提
言

-

別
府
大
学
で
の
六
年
間

大
阪
明
澄
大
学
観
光
学
部

　
　
教
授
浦
　
　
達
　
雄

　
私
は
平
成
元
年
二
九
九
四
）
年
四
月
一
日
、
縁
あ
っ
て
別
府
大

学
に
着
任
し
た
。
所
属
学
科
は
、
短
期
大
学
部
の
英
語
科
で
、
大

分
校
舎
が
主
な
勤
務
先
と
な
っ
た
。
授
業
科
目
は
観
光
学
概
論
・

観
光
地
理
学
・
日
本
（
外
国
）
地
誌
・
観
光
事
業
論
・
観
光
文
化
論

な
ど
を
担
当
し
た
。
商
経
科
・
生
活
文
化
科
・
英
語
科
の
学
生

に
対
し
て
、
観
光
科
目
を
開
講
し
た
の
で
あ
る
。
自
称
。
観
光
学

の
何
で
も
屋
〃
と
し
て
働
い
た
。
そ
の
間
、
史
学
科
で
は
地
理
学

演
習
を
担
当
し
、
卒
業
論
文
の
指
導
も
行
っ
た
が
、
史
学
科
の
地

理
で
は
自
ず
と
限
界
が
あ
っ
た
。

　
観
光
野
外
実
習
で
は
、
別
府
・
由
布
院
・
大
分
の
巡
検
を
実
施

し
た
。
年
度
で
調
査
地
は
異
な
る
が
、
別
府
で
は
、
明
僣
と
竹
瓦

界
隈
を
中
心
に
よ
く
歩
い
た
。
最
初
の
「
街
歩
き
」
は
元
年
五
月

の
こ
と
で
あ
る
。

　
実
習
コ
ー
ス
は
、
別
府
駅
か
ら
バ
ス
で
明
僣
に
行
き
、
地
蔵
泉

と
鶴
寿
泉
の
周
辺
（
湯
治
場
と
し
て
の
原
点
）
を
歩
き
、
そ
の
後
、

バ
ス
で
下
が
り
、
別
府
公
園
か
ら
徒
歩
で
別
府
駅
を
通
っ
て
、
竹

瓦
温
泉
ま
で
行
く
の
が
通
例
と
な
っ
た
。
い
ま
、
手
元
に
数
枚
の

集
合
写
真
が
あ
る
が
、
そ
の
後
の
竹
瓦
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
街
歩
き
」

に
対
し
て
、
先
鞭
を
つ
け
た
と
密
か
に
自
負
し
て
い
る
。

　
今
と
な
っ
て
は
勝
手
な
弁
解
だ
が
、
別
府
に
関
す
る
研
究
は
、

総
論
的
な
も
の
し
か
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
、
『
別
府
大

学
短
期
大
学
部
紀
要
』
（
第
十
五
号
）
で
、
タ
イ
ト
ル
は
「
別
府

温
泉
の
観
光
診
断
」
を
発
表
し
た
。

　
観
光
地
理
学
研
究
教
授
と
ゼ
ミ
学
生
、
約
三
百
人
に
実
施
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
全
国
の
六
有
名
温
泉
他
の
観
光
魅
力
調

査
で
は
百
点
満
点
で
の
評
価
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
別
府
の
総

合
観
光
地
力
は
六
九
・
〇
を
獲
得
し
、
四
位
に
輝
い
た
。
ち
な
み

に
一
位
は
箱
根
七
九
・
七
、
以
下
、
二
位
は
松
江
七
〇
・
二
、
三

位
熱
海
七
〇
・
一
、
五
位
は
鬼
怒
川
六
八
・
七
、
六
位
は
道
後

六
六
・
七
の
順
で
あ
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
「
同
紀
要
」
（
十
九
号
）
で
は
、
「
明
欝
・
鉄
輪
・
別

府
温
泉
の
観
光
診
断
」
を
発
表
し
た
。
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観
光
魅
力
調
査
（
別
府
大
学
の
女
子
短
人
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
）
で
は
、
総
合
観
光
魅
力
は
、
明
君
六
〇
・
一
、
鉄
輪
五

七
・
二
、
別
府
六
〇
・
八
を
示
し
、
ポ
イ
ン
ト
的
に
は
別
府
（
竹

瓦
界
隈
）
が
、
明
君
・
鉄
輪
を
わ
ず
か
に
上
回
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
調
査
は
広
域
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
な
る

仕
組
み
。
先
に
調
べ
た
よ
う
に
別
府
ハ
湯
で
は
六
九
・
〇
、
個

別
に
見
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
前
後
に
甘
ん
じ
て
お
り
、

「
別
府
ハ
湯
鉄
輪
温
泉
」
と
か
「
別
府
ハ
湯
明
君
温
泉
」
と
し
た

▲竹瓦温泉前で説明を受ける町歩き参加者（今日新聞）

方
が
、
温
泉
地
と

し
て
の
魅
カ
ア
。

プ
に
つ
な
が
る
こ

と
が
判
明
し
た
。

つ
ま
り
別
府
ハ
湯

を
前
面
に
出
す
こ

と
で
、
お
互
い
に

補
完
関
係
が
成
り

立
つ
の
で
あ
る
。

　
Ｔ
九
九
九
年
秋

に
募
集
が
あ
っ
た

別
府
商
工
会
議
所

の
「
創
立
七
十
周
年
記
念
論
文
」
に
も
応
募
し
、
秀
作
に
入
賞
し

た
こ
と
も
大
き
な
想
い
出
と
な
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
、
「
ア
ー
バ

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
　
ー
Ｎ
べ
っ
ぶ
／
ぷ
街
歩
き
が
楽
し
い
湯
の
街
・

別
府
〃
の
提
案
」
で
あ
る
。
要
は
、
街
歩
き
を
通
し
て
の
中
心
商

店
街
の
活
性
化
策
を
提
案
し
、
「
歩
い
て
楽
し
い
湯
の
街
・
別
府
」

の
振
興
策
を
主
唱
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
他
に
は
、
中
央
の
某
業
界
月
刊
誌
で
、
す
で
に
十
数
年
に

な
る
が
、
ゴ
ー
ス
ト
・
ラ
イ
タ
ー
を
行
っ
て
い
る
。
全
国
の
小
規

模
な
ホ
テ
ル
旅
館
を
取
材
す
る
こ
と
で
、
そ
の
経
営
方
針
や
動
向

な
ど
を
把
握
し
て
、
読
者
に
対
し
て
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
提
供
す
る

記
事
で
あ
る
。
別
府
大
学
着
任
以
降
、
現
在
ま
で
別
府
ハ
湯
で
は
、

二
十
軒
位
の
旅
館
の
取
材
を
行
っ
た
。
い
ま
ま
で
取
材
し
た
旅
館

は
岡
本
屋
・
ふ
じ
乃
・
山
田
別
荘
・
野
上
本
館
・
ホ
テ
ル
ア
ー
サ
ー
・

入
舟
荘
・
み
ゆ
き
屋
・
み
ど
り
荘
な
ど
で
あ
る
。

　
野
上
本
館
の
野
上
泰
生
社
長
（
別
府
八
湯
竹
瓦
ク
ラ
ブ
世
話
人

代
表
）
と
は
、
こ
の
旅
館
取
材
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
。
野
上
さ

ん
は
、
そ
の
際
、
「
一
村
一
賓
（
客
）
」
を
提
案
さ
れ
、
「
ア
イ
デ

ア
マ
ン
だ
な
」
と
感
心
し
た
。
私
は
、
旅
館
周
辺
の
街
歩
き
マ
ッ

プ
の
作
成
を
彼
に
提
案
し
た
が
、
す
ぐ
に
地
図
を
作
成
さ
れ
た
の

で
、
そ
の
行
動
力
に
は
驚
い
た
。
こ
う
し
た
流
れ
が
、
別
府
ハ
湯
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竹
瓦
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
な
が
っ
た
の
か
な
、
と
思
っ
て
い
る
。

二
　
大
阪
明
浄
大
学
に
移
る

　
平
成
十
一
年
四
月
一
日
、
関
西
空
港
近
く
の
熊
取
町
で
開
校
し

た
新
設
の
大
阪
明
浄
大
学
に
着
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
西
日
本

最
初
の
観
光
学
部
を
標
榜
す
る
単
科
大
学
だ
が
、
短
大
時
代
を
含

め
て
も
歴
史
は
浅
く
、
別
府
大
学
を
去
る
こ
と
は
大
変
忍
び
難
い

も
の
が
あ
っ
た
。

　
大
阪
明
浄
大
学
で
は
、
観
光
概
論
、
観
光
地
理
学
Ｉ
・
ｎ
、
専

門
演
習
Ｉ
・
Ｈ
の
五
コ
マ
が
担
当
科
目
で
、
自
分
の
専
門
が
よ
う

や
く
生
か
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
修
日
が
充
実
し
て
お
り
、
時

間
的
に
も
余
裕
が
出
来
た
た
め
、
月
に
二
回
は
週
末
の
別
府
ス
テ

イ
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
同
年
四
月
以
降
は
、
別
府
市
立
図
書
館
と
大
分
県
立
図
書
館
通

い
が
日
課
と
な
っ
た
。
別
府
関
係
の
図
書
を
閲
覧
す
る
た
め
で
あ

る
。
別
府
大
学
時
代
は
、
別
府
関
係
図
書
は
、
い
つ
で
も
手
元
に

あ
り
、
見
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
が
、
大
阪
に
行
っ
た
た
め
に
閲

覧
は
不
可
能
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
で
、
お
願
い
だ
が
、
別
府
市
立
図
書
館
も
早
く
情
報
化

（
パ
ソ
コ
ン
検
索
が
出
来
る
よ
う
に
・
：
）
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

た
い
。
そ
れ
か
ら
書
庫
に
眠
っ
て
い
る
別
府
関
係
の
貴
重
本
や
地

図
な
ど
の
一
般
公
開
を
切
に
お
願
い
し
た
い
。

　
大
阪
に
お
け
る
別
府
と
の
出
会
い
は
、
主
と
し
て
街
づ
く
り
に

関
わ
る
人
た
ち
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
意
見
を
交
わ
し
合
う
別

府
八
湯
メ
ー
ル
（
Ｍ
Ｌ
）
で
あ
っ
た
。
ホ
テ
ル
「
ニ
ュ
ー
ツ
ル
タ
」

の
鶴
田
浩
一
郎
社
長
の
紹
介
で
、
同
年
七
月
に
入
会
し
た
が
、
こ

の
Ｍ
Ｌ
は
別
府
関
係
の
情
報
収
集
の
宝
庫
と
な
っ
た
。
そ
の
Ｉ
つ

が
「
別
府
ハ
湯
温
泉
道
・
表
泉
家
」
と
い
う
企
画
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
別
府
八
湯
か
ら
八
十
八
ヶ
所
の
濯
泉
施
設
を
リ
ス
ト
ア
ッ

プ
し
、
そ
れ
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
・
ラ
リ
Ｊ
で
あ
る
。
平
成
十
二
年

三
月
の
温
泉
祭
で
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
Ａ
Ｐ
Ｕ
（
ア

ジ
ア
太
平
洋
大
学
）
の
湯
遍
路
二
人
と
丑
ハ
に
温
泉
巡
り
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
二
人
の
名
人
候
補
を
飛
び
越
し
て
、
は
か
ら
ず
も

私
が
初
代
名
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
平
成
十
二
年
六
月
、
竹
瓦
温
泉
二
階
で
開
催
さ
れ
た
別
府
大
学

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
、
街
歩
き
の
平
野
さ
ん
ヽ
野
上
さ
ん
達
と
共

に
講
師
と
し
て
呼
ば
れ
た
。
主
任
教
授
の
彫
飢
聡
獣
教
授
か
ら
私

に
与
え
ら
れ
た
研
究
テ
ー
マ
は
「
温
泉
・
観
光
・
街
づ
く
り
」
で

あ
っ
た
。
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そ
の
中
で
、
聴
衆
で
あ
る
学
生
達
に
向
か
っ
て
、
「
従
来
か
ら

あ
る
も
の
を
生
か
す
街
づ
く
り
、
街
づ
く
り
か
ら
街
づ
か
い
へ
、

い
ま
自
分
で
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
主
唱
し
た
。
話
し

な
が
ら
、
自
分
は
研
究
以
外
で
何
か
出
来
る
か
を
自
問
自
答
し
、

脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
が
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
。
そ
の
Ｉ
つ
が
戦

前
に
発
行
さ
れ
た
別
府
の
「
絵
葉
書
」
の
収
集
で
あ
る
。
別
府
の

コ
レ
ク
タ
ー
は
、
収
集
は
す
る
が
貸
出
し
は
し
な
い
と
聞
い
て
い

た
。
そ
れ
で
は
、
自
分
が
貸
出
自
由
の
コ
レ
ク
タ
ー
に
な
ろ
う
と

決
意
し
た
の
で
あ
る
。

　
夏
休
み
を
通
し
て
、
絵
葉
書
の
収
集
に
奔
走
。
そ
の
結
果
、
現

在
ま
で
に
約
一
千
枚
の
絵
葉
書
を
収
集
し
た
。
も
ち
ろ
ん
貸
出
は

自
由
で
、
同
年
秋
の
路
地
裏
文
化
祭
で
は
、
「
Ｕ
Ｒ
Ａ
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
と
し
て
「
ほ
っ
と
ス
ト
リ
ー
ト
や
よ
い
」
で
、
ガ
レ
ー
ジ
展

示
を
行
っ
て
頂
い
た
。
つ
い
で
な
が
ら
、
別
府
関
係
の
図
書
や
地

図
の
収
集
も
始
め
た
。
価
格
の
安
い
も
の
か
ら
収
集
し
て
お
り
、

現
在
、
ゼ
ン
リ
ン
の
市
街
地
図
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
（
不

用
の
地
図
や
図
書
が
あ
れ
ば
、
お
分
け
願
い
た
い
）

三
　
別
府
温
泉
郷
の
形
成
と

　
　
　
　
　
　
観
光
動
態
に
関
す
る
地
理
学
的
研
究

　
こ
の
厳
し
い
表
題
が
、
数
年
前
に
定
め
た
別
府
研
究
の
メ
イ
ン

タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。
平
た
く
言
え
ば
、
前
半
が
別
府
の
歴
史
、
後

半
が
旅
館
な
ど
観
光
施
設
の
経
営
実
態
で
あ
る
。

　
旅
館
関
係
で
は
、
初
代
経
営
者
の
氏
名
、
そ
の
出
身
地
と
系
譜
、

開
業
の
理
由
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
他
の
業
種
で
も
同
じ
で
あ

る
。
別
府
の
歴
史
は
、
総
論
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
出
来
上
が
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
個
々
の
歴
史
と
な
る
と
そ
の
実
態
把
握
は
困

難
で
あ
る
。
情
報
提
供
の
最
も
欲
し
い
分
野
で
あ
る
。

　
以
下
、
い
ま
感
じ
て
い
る
疑
問
点
の
二
、
三
点
を
取
り
上
げ
て

み
よ
う
。
ま
ず
、
江
戸
時
代
の
湯
株
保
有
者
の
話
で
あ
る
。
湯
株

保
有
者
は
、
湯
宿
を
営
業
し
て
お
り
、
文
化
年
間
（
一
八
〇
四

～
一
八
一
八
年
）
の
頃
、
別
府
に
は
二
Ｉ
軒
の
宿
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
宿
の
場
所
は
、
果
た
し
て
ど
こ
な
の
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か
。

　
流
川
と
小
倉
街
道
（
現
在
の
西
法
寺
通
り
）
が
交
差
す
る
付
近

に
建
ち
並
ん
で
い
た
と
想
像
し
て
い
る
が
、
個
々
の
旅
館
が
具
体

的
に
ど
の
地
点
に
立
地
し
て
い
た
の
か
は
興
味
深
い
。

　
今
一
つ
は
、
別
府
最
初
の
突
き
湯
（
温
泉
の
人
工
掘
削
）
の
こ

と
で
あ
る
。
明
治
十
二
年
四
月
説
、
明
治
二
十
二
年
説
、
萬
屋
儀

助
説
、
神
沢
（
か
み
ざ
わ
）
又
市
郎
説
な
ど
が
あ
る
が
、
真
相
は

よ
く
分
か
ら
な
い
（
文
献
が
な
い
）
。

　
そ
の
他
、
記
録
か
ら
消
え
て
い
る
温
泉
施
設
（
豊
湧
泉
な
ど
の

外
湯
）
の
場
所
な
ど
、
疑
問
点
や
調
べ
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
る
。

こ
の
研
究
が
終
わ
れ
ば
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
の
別
府
研
究
の

　　、
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一
環
と
し
て
、
念
願
の
「
別
府
八
湯
の
観
光
関
係
年
表
」
の
作
成

に
入
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
時
代
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、

い
ず
れ
は
一
冊
に
ま
と
め
た
い
。
総
論
は
大
体
分
か
る
が
、
個
別

の
情
報
が
欲
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
つ
ま
り
旅
館
史
・
商
店
史
・

施
設
史
・
人
物
史
・
開
発
史
・
交
通
史
・
別
荘
史
・
マ
ン
シ
ョ
ン

史
な
ど
が
貴
重
項
目
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
二
十
一
世
紀
の
「
別
府
八
湯
」

　
将
来
の
別
府
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
誰
も
想
像
が
つ
か
な
い

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
夢
を
見
る
こ
と
は
楽
し
い
こ
と
で
あ
る
。
別

府
の
旅
館
数
は
、
高
度
経
済
成
長
期
で
九
百
軒
を
数
え
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。
現
在
、
何
軒
の
旅
館
が
あ
る
の
か
、
よ
く
分
か
ら
な

い
。
平
成
九
年
に
保
健
所
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
五
百
七
軒
の
ホ
テ

ル
旅
館
が
営
業
許
可
を
得
て
い
た
。

　
し
か
し
、
各
業
者
に
手
紙
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
百
軒
近
く
が
転

居
先
不
明
で
送
り
返
さ
れ
て
き
た
。
営
業
許
可
の
二
重
中
請
も
あ

り
、
現
在
の
旅
館
数
は
実
際
三
百
軒
程
度
か
も
知
れ
な
い
。
観
光

の
視
点
で
見
れ
ば
、
旅
館
組
合
加
人
数
が
正
解
か
も
知
れ
な
い
。

別
府
は
世
界
を
代
表
す
る
温
泉
地
で
あ
る
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
し
か
も
源
泉
所
有
の
旅
館
が
多
い
の
で
、
本
物
の

30



温
泉
が
各
旅
館
で
楽
し
め
る
こ
と
は
、
本
当
に
珍
し
い
。
世
界
の

泉
質
一
一
種
類
中
一
〇
種
類
が
別
府
に
あ
る
な
ん
て
、
本
当
に
信

じ
ら
れ
な
い
。
草
津
、
白
浜
、
道
後
、
有
馬
に
し
て
も
源
泉
総
数

は
知
れ
て
お
り
、
ま
さ
に
別
府
は
ご
温
泉
天
国
’
で
あ
る
。
と
こ

ろ
で
、
鉄
輪
の
誠
天
閣
は
、
ラ
ジ
ウ
ム
泉
が
湧
出
し
て
い
る
と
玄

関
先
の
看
板
に
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
事
実
だ
と
す
れ
ば
別
府
に

一
一
種
類
の
泉
質
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
別
府
だ
が
、
全
国
の
温
泉
地
同
様
に
、

別府温泉ここが日本一

源泉数(孔)地　名源泉数　順位

Ｒ
）
７
　
０
ｒ
ｏ

r
‘

L
r
N
y
Q

只
）
ｇ
）
ｒ
０
４

湯布院

伊東瀞岡県)

熱海(静岡県)

指宿(鹿児島県)

２

３

４

５

泉質数　日本一

　　　　地球上の11種類中10種類

　　単純温泉・二酸化炭素泉・炭酸水素塩泉・

　塩化物泉・硫酸塩泉・含鉄泉・含アルミニウム泉

　・含銅一鉄泉・硫黄泉・酸性泉

　※別府市にない泉質＝放射能泉

湧出量0/分）出量(旭/旧地　名湧出量順位

63,091　　43,813

49,577　　34,428

39,500　　27,430

35,396　　24,580

　　　環境庁資料による

湯布院

伊東(静岡県)

草津(群馬県)

指宿(鹿児島県)

２

３

４

５

※平成11年3月末現在

▲市提供資料による

景
気
の
低
迷
で
苦
し
ん
で
い
る
。
デ
ー
タ
処
理
を
す
れ
ば
、
人
口

規
模
で
見
た
場
合
、
別
府
の
商
店
数
な
ど
は
、
た
ぶ
ん
適
正
規
模

を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
自
然
淘
汰
は
あ
る

程
度
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
旅
館
が
パ
ク
パ
ク
倒
産
し
た
の
で

は
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
旅
館
業
の
不
振
克
服
に
良
薬
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
勝
ち

組
み
、
負
け
組
み
が
明
確
と
な
っ
て
き
た
こ
と
は
、
紛
れ
も
な
い

事
実
で
あ
る
。
我
が
郷
里
・
石
川
県
珠
州
市
の
ラ
ン
プ
の
宿
「
よ

し
が
浦
温
泉
」
は
、
ま
さ
に
不
況
知
ら
ず
で
あ
る
。
他
に
ラ
イ
バ

ル
旅
館
が
無
い
こ
と
も
幸
い
し
て
い
る
。
経
営
者
の
話
で
は
、
若

い
頃
か
ら
ア
メ
リ
カ
流
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
本
場
の
サ
マ
ー
ス

ク
ー
ル
な
ど
で
学
ん
で
お
り
、
立
地
環
境
を
大
い
に
生
か
し
、
時

代
を
先
取
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
経
営
は
、

別
府
に
当
て
は
ま
る
と
は
決
し
て
思
わ
な
い
が
、
経
営
に
対
し
て

勉
強
熱
心
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
な
い
。

　
別
府
は
温
泉
資
源
の
宝
庫
で
あ
る
。
ジ
モ
専
（
地
元
民
の
専
用

温
泉
）
を
は
じ
め
、
外
湯
の
数
は
計
り
知
れ
ず
、
そ
の
代
表
は

「
浜
田
温
泉
」
や
「
竹
瓦
温
泉
」
、
鉄
輪
の
「
む
し
湯
」
「
柴
石
温

泉
」
な
ど
と
な
ろ
う
。
岸
川
多
恵
子
さ
ん
の
調
査
に
よ
る
と
、
温

泉
は
木
造
建
築
に
限
り
、
浜
田
温
泉
は
、
全
国
で
二
番
目
に
古
い
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外
湯
の
温
泉
施
設
と
か
…
（
最
古
は
道
後
温
泉
）
。

五
　
す
ぐ
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う

　
一
時
期
、
「
街
お
こ
し
」
「
街
づ
く
り
」
な
ど
の
言
葉
が
大
流
行

し
た
。
行
政
か
ら
の
補
助
金
目
当
て
の
開
発
型
・
振
興
型
な
ど
が

主
流
で
あ
っ
た
。
我
々
は
、
何
か
困
れ
ば
行
政
に
安
易
に
依
存
し

が
ち
だ
。
そ
ろ
そ
ろ
、
自
前
の
力
で
「
出
来
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
」
と
い
う
の
が
私
の
提
唱
で
あ
る
。

　
別
府
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
数
多
く
活
動
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
一
般
市
民
の
個
々
の
自
発
的
活
動

と
な
る
と
、
そ
う
多
く
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
道
路
の
ゴ

ミ
拾
い
な
ど
は
、
誰
で
も
出
来
る
こ
と
で
あ
る
。

　
別
府
に
は
、
さ
す
が
に
「
公
園
」
が
多
い
。
こ
れ
は
結
構
な
こ

と
だ
。
し
か
し
、
中
に
は
ゴ
ミ
の
散
乱
し
て
い
る
処
も
あ
る
。
ゴ

ミ
捨
て
や
散
ら
か
し
な
ど
は
、
一
部
の
心
な
い
人
の
行
為
に
過
ぎ

な
い
が
、
公
園
の
ゴ
ミ
は
観
光
地
と
し
て
は
致
命
傷
で
あ
る
。

　
前
か
ら
気
に
し
て
い
た
こ
と
だ
が
、
別
府
は
観
光
地
と
し
て
の

「
案
内
標
識
」
や
「
地
図
」
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
案
内
標
識
の

整
備
は
、
土
地
や
看
板
な
ど
資
金
を
要
す
る
が
、
地
図
上
で
歴
史
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や
文
化
を
再
現
す
る
こ
と
は
容
易
と
思
わ
れ
る
。
先
人
の
功
績
を

称
え
た
「
記
念
碑
」
も
別
府
は
比
較
的
に
多
い
。
し
か
し
、
そ
れ

が
ど
こ
に
あ
る
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　
近
年
、
補
助
金
で
整
備
し
た
と
思
わ
れ
る
市
街
地
路
上
の
案
内



地
図
に
し
て
も
、
的
確
な
情
報
が
少
な
い
。
例
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ

や
駐
車
場
の
場
所
な
ど
で
あ
る
。

　
駐
車
場
と
い
え
ば
、
旧
楠
港
の
埋
立
地
を
駐
車
場
と
し
て
開
放

し
て
も
ら
い
た
い
。
費
用
は
無
料
、
有
料
な
ら
一
日
百
円
程
度
に
。

市
街
地
や
郊
外
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
″
卜
の
駐
車
場
が
無
料
で
あ

り
、
駐
車
場
の
無
料
化
は
、
営
業
努
力
で
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

旧
楠
港
の
跡
地
は
、
現
在
、
有
効
活
用
が
出
来
て
い
な
い
の
で
、

別
府
旧
市
街
地
で
の
買
物
客
や
観
光
客
の
駐
車
場
と
し
て
開
放
す

れ
ば
、
商
店
街
の
活
性
化
に
少
し
は
貢
献
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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▲別府市竹細工伝統産業会館（市提供）

　
と
こ
ろ
で
、
別
府
ハ
湯

温
泉
道
・
表
泉
家
は
、
温

泉
施
設
八
十
八
ケ
所
へ
の

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
を
他
の
分
野
へ
応
用

す
る
こ
と
は
常
日
頃
か
ら

考
え
て
お
り
、
観
光
振
興

策
の
手
段
と
し
て
利
用
し

た
い
と
目
論
ん
で
い
る
。

ま
た
、
別
府
ハ
湯
景
観
八

十
八
ケ
所
の
選
定
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
観
先
客
に
対
す
る
写
真
撮
影
ポ
イ
ン
ト
の
紹
介
で
あ

り
、
全
部
回
っ
た
場
合
に
は
、
名
人
と
し
て
、
表
彰
す
る
こ
と
も

一
考
す
べ
き
で
あ
る
。
八
十
八
ヶ
所
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
も

可
能
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
一
言
。
こ
れ
か
ら
は
、
街
づ
く
り
で
は
も
は
や
な
く
、

「
街
使
い
」
だ
と
確
信
し
て
い
る
。
つ
ま
り
開
発
型
で
は
な
く
修

復
型
で
、
「
あ
る
も
の
を
有
効
に
生
か
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　利用案内

地　別府市東荘園8－3
話　２３－１０７２
×　２３－１０８５

■所在
■電

■ＦＡ

周辺案内図
は火曜）

日）

円

17時

の場合

■開館時間
■休館日

(12月29日～1月３
300■入館料
団体250円）

習

が

　　　　　　小・中学生　100円
　　　　　　(20人以上の団体70円)

■事前予約　団体で入館及び体験学
　　　　　　の希望者は、事前予約

　　　　　　必要です。

リ
サ
イ
ク
ル
は
確
か
に
コ

ス
ト
高
か
も
し
れ
な
い
が
、

環
境
問
題
を
配
慮
す
れ
ば
、

自
ず
と
結
論
が
出
よ
う
。

　
さ
ら
に
関
心
の
高
い

「
浜
田
温
泉
」
問
題
だ
が
、

浜
田
温
泉
館
は
、
ぜ
ひ
保

存
し
て
頂
き
た
い
。
す
で

に
新
浜
田
温
泉
は
完
成
し

て
お
り
、
こ
れ
を
覆
す
気

持
ち
は
毛
頭
無
い
が
。
昭

和
十
年
建
築
の
浜
田
温
泉

は
、
別
府
、
い
や
世
界
の

33



宝
で
あ
る
。

　
現
実
的
な
解
決
策
と
し
て
、
浜
脇
温
泉
が
参
考
に
な
ろ
う
。
浜

脇
温
泉
は
、
現
在
「
湯
都
ピ
ア
浜
脇
」
（
観
光
向
け
）
と
「
共
同

湯
」
（
地
元
向
け
）
の
二
本
立
て
で
あ
り
、
こ
の
方
式
が
浜
田
で

も
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
一
つ
は
近
代
的
な
浜
田
温
泉
し
か
も
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
も
う
一
つ
は
レ
ト
ロ
な
浜
田
温
泉
、
し
か
も
文
化

財
。
こ
の
両
温
泉
を
核
と
し
た
浜
田
地
区
の
「
街
づ
か
い
」
に
、

今
後
、
夢
を
託
し
た
い
Ｔ
Λ
で
あ
る
。

　
別
府
八
湯
の
大
フ
ァ
ン
（
の
丁
Λ
）
と
し
て
「
歩
い
て
楽
し
い
」

「
観
て
嬉
し
い
」
「
食
べ
て
美
味
し
い
」
「
浸
か
っ
て
湯
っ
た
り
」
、

そ
ん
な
街
を
目
標
に
し
て
、
別
府
が
着
実
に
歩
き
続
け
て
欲
し
い

と
真
剣
に
願
っ
て
い
る
。
（
終
）

細μ心ｿ

　弗4i=つ476

▲明治時代の浜脇温泉「別府一温泉読本」

　　　　　　　　　（大分みらい借金「80周年記念誌」より）
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